
剛景取扱説明書

リフティングマグネット

この度は、テクノフロンテイア「リフティングマグネット」をお買い上げいただき講にありがとうごぎいます。

*この取級説明とは、商品の正しい使い方やメンテナンス方法、使用上の注意について諷載しております。

キ本書を最後まであずお腕みいただき、商品を正しく取り付し、お使いください。

キ本書が必要になつたとき、すぐ利用できるように大切に保管してください。

(入荷時期により者千仕様(カラーやサイズ)が異なりますのでご7示ください)

株式会社 テクノフロン脅 ア

〒510‐8011三二県四日市市東産橿町 3番 5号

TEL059‐ 361巧 505    FAXЮ59‐364‐8737
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■調査及び修理をご依頼の前に

*故障とお考えの前に、弊社までご相強ください。

*改造により故障及び損毎した場合は停理対応できませんのでご注意ください。

*調査を依頼される際の送料は、お客様のご負担となりますのであらかじめ言了承ください。

※本書に盟載された肉審や製品仕様などは、予告なく変更される場合があります。そのれ、お客様が購入され

た製品と「取扱説明書」に盟載された内容が一部異なる場合がりますのでご了承下さい。

■開封時

閉封したらすぐに中身を確認してください。

付属品の欠品、破損等がございましたらすぐ弊社にご連絡ください。

商品は到着しましたら 7日以内に必ず開封して中身/動作をご確Bください

■安全上の注意

・ 本書の内暮を理解し、使用方法に従つてご使用ください。

・ リフティングマグネットを使用するときは事故を防止するため、ヘルメットや安全手袋、安全韓等を装着して

ください。

磁極両・吊り荷の吊上げ面は常に府潔を保ち、ほこりや汚れが付着したまま使用しないてください。

吊り荷の二量・寸法は本書に盟載した重量、寸法を超えないでください。

吊上げ中の吊り荷の下に入つたり、その下を移動したり、手や足を入れないてください。

吊り荷を人の近くや頭上に移動しないでください。

吊り荷の下に手や足を入れたり、吊り荷に乗つたりしないでください。

吊り荷付近の人には、吊り荷の吊上げ高さの 1.5倍以上離れるよう、必ず警告してください。

リフティングマグネットを利用して、人を吊つたり、支えたりしないでください。

リフティングマグネットの分解は絶対にしないでください。

■使用上の注意

・ 薄い銅板、接地面の瞼間《エアギヤップ)、 吊り荷面のと装・鯖・埃・不均―な仕上げ等は吸着力が低下し

ます。

・ 反つている鋼板には使用しないでください。

・ 二牧(三二)吊り等、複数の吊り荷を重ねて吊上げないでください。

・ 吊り荷哨部でリフ脅 ングマグネットを使用しないでください。(重心位置で吸着してください)
・ リフティングマグネットの吸着面を垂直・傾けての使用はしないでください。
・ 吊り荷を吸をしたまま放置しないでください。
・ 吊り荷を降ろす前にロックを解除しないてください。
・ 磁石の反発力によリスイッチレバーが急激に戻ることがあります。スイッチレバーを ONの状態で吊り荷を

脱落させたり、吊り荷のない状態でスイッチレバーを ONにしないでください。
・ 吊り荷の急激な引き上げやゆさぶり、搬送途中の衝突は吊り荷落下の原因になります。

■仕様・吊上能力

品番 最大吊上能カ

(平飼)kgf

最大吊上能力

(丸飼)kgf

磁カ

吸着力 kgf

長さ

mm

帽

mm

ハンドル

長さmm

自二(峰 )

YS‐ 100 100 50 300 85 62 155 3

YS‐ 200 200 100 600 153 69 155 5

YS‐ 300 300 150 900 155 95 195 9

YS‐ 400 400 200 1200 155 95 195 10

YS‐ 600 600 300 1800 210 120 228 20

YS‐ 1000 1000 500 3000 287 153 255 37

YS‐ 2000 2000 1000 5000 345 172 355 68

YS‐ 3000 3000 1500 7500 432 175 355 87

YS‐ 5000 5000 2500 12500 520 230 580 198

【磁力吸着力】

磁力吸着物の材資が SS400であり、かつ条件が最も整った状態で使用した場合の力のことを示します。吊り荷条件で

ある、材資・板厚・直怪・表面粗さ・盗装及びメッキ・吊り荷吊上げ面とリフテイングマグネット吸着 面の瞭間・寸法・表面

状態で大きく異なります。※吸着した吊り荷に一時的に磁気が残り、三量の軽い吊り荷では開放し:こくい場合がありま

す。

【最大吊上能力(平鋼の場合 )】 盛力吸着力の 1/3を吊上能力と規定しています(丸銅の場合は 1/6)
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■ ハ ン ドル 取 付 け 方 法  (仕様によつては取付け方法が若千異なる場合がございます)

① 本体

③ ル 一ヽ
②ハン駒レ

④ネジ

1カバーをしてハンド

ルを挿し込む。

2レンチを使用して
ネジを持める。

3完成 ! 動作確認

をしてください。

■使用方法 【取り付け時】

● リフテイングマグネッH=毎がないか、吸着面にゴミの付着や齢、突起物等がついていないか確隠し、乾いた布で吸着面
と吊り荷吊上げ面を清掃してください。※t裂・査形・欠陥・根み等の異常が発見された場合は、直ちに使用を停止してく

ださい。

● スイッチレバーが OFFの位置にあることを確醒してください。
● リフ脅 ングマグネットを吊り荷二心位置に静かに置いてください。
● スイッチレバーを ONにしてください。
● ※ロックピンで確実にロックされているか必ず確認してください。

ON 0「

● ※途中位置での使用は十分な吸着力を発揮しません。危険ですので絶対に行わないでください。
● 吊り荷の増部を印き衝撃を与え、吊り荷が確実に吸着しているか 確盟してください。
● ゆつくりと吊上げ、なるべくにい位置で搬送してください

■取り外し時

● 周囲をしつかり確認し、吊り荷を完全に接地してください。
● ロックピンを外し、スイッチレバーを OFFにしてください。
> ※スイッテレバーは完全に OFF田まで戻さないと吸岩力がゼロにならないため大査危険です。
● リフティングマグネットをゆつくり吊上げ吊り荷を開放してください。
● 作業が済んだリフテイングマグネットは安全な場所に接地し、吸着面を乾いた布で拭いて保管してください。
● 【注意】吊り荷が薄かつたり果物混入などで磁力の効きが悪い場合ハンドルが二くなり操作が因韓になります。

■メンテナンス

● 吸着面に傷をつける恐がない安定した場所に保管してください。
● ‐20℃以下、50℃以上、静電気力t発生するよな場所に保管しないでください。吸着力が下がり、吊り荷落下の原因となり

ます。

● 防水構造ではございませんので、水の漫入のない屋内で保管してください。水が内部に侵入した場合、故 障の原因とな

ります

。 切り子や臨、埃等の具物が付着していない清潔な紙やビニール裳をかぷせて保管してください。
● 定期的に防鯖用をと布し、防備に努めてください。
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